
10
月
30
日
、
川
西
市
役
所

で
第
３
回
研
究
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
柴
生
・
川
西
市

長
が
座
長
を
つ
と
め
、
松

下
・
伊
丹
市
長
、
正
司
・
宝

塚
市
長
、
真
田
・
猪
名
川
町

長
が
３
市
１
町
の
合
併
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
要
約

を
紹
介
し
ま
す
。

（
柴
生
市
長
）
市
町
村
合

併
が
議
論
さ
れ
て
い
る
背
景

に
は
、
�
地
方
分
権
の
進
展
、

�
人
口
の
減
少
、
�
高
齢
化

の
進
展
、
�
住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
�
生
活
圏
の
広
域

化
、
�
財
政
状
況
の
悪
化
と

い
っ
た
全
国
共
通
の
課
題
が

あ
る
。
今
回
は
、
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含

め
て
、
合
併
の
課
題
を
正
面

か
ら
議
論
し
た
い
。

（
正
司
市
長
）
３
市
１
町

は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
、

文
化
、
産
業
を
も
ち
、
す
ば

ら
し
い
住
民
が
い
る
。
こ
の

地
域
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
ど
う
描
く

の
か
。
ま
ち
の

活
力
を
ど
う
保

つ
か
が
21
世
紀

の
課
題
と
な

る
。
未
来
を
考

え
る
と
、
10
万

20
万
の
人
口
規

模
で
は
で
き
な

い
新
産
業
の
基

盤
づ
く
り
で

も
、
60
万
都
市

な
ら
で
き
る
。

例
え
ば
、
産
業

空
洞
化
に
対
し

て
、
新
産
業
を
ど
の
よ
う
に

育
成
す
る
か
が
必
至
の
テ
ー

マ
と
な
る
。
３
市
１
町
が
と

も
に
努
力
す
れ
ば
実
現
で
き

る
。（

松
下
市
長
）
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
だ
。
行
政
を
一
体
化
す
る

こ
と
で
財
政
の
健
全
化
が
図

れ
る
。
こ
の
財
源
を
、
こ
れ

ま
で
と
は
意
味
の
違
う
重
点

化
を
す
る
こ
と
で
、
広
域
的

視
点
で
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

る
。
国
際
化
、
情
報
化
な
ど

多
様
・
広
域
化
し
た
住
民
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
障
害
者

の
支
援
費
な
ど
新
た
な
制

度
、
地
域
福
祉
な
ど
市
町
独

自
の
取
組
が
充
実
す
る
。
ま

た
、
３
市
１
町
が
1
つ
に
な

る
こ
と
で
す
ば
ら
し
い
都
市

イ
メ
ー
ジ
が
期
待
で
き
る
。

大
き
け
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
が
、
解
決
策
を
合
わ

せ
て
考
え
た
い
。
市
役
所
が

遠
く
な
る
と
か
、
き
め
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
く
な

る
と
か
、
市
民
の
声
が
届
き

に
く
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策

を
考
え
る
こ
と
は
可
能
だ
。

（
真
田
町
長
）
交
通
が
発

達
し
て
地
域
間
の
距
離
感
が

な
く
な
り
、
境
界
意
識
も
低

く
な
っ
て
き
た
。
合
併
は
財

政
効
果
が
大
き
い
と
と
も

に
、
単
独
で
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
、
互
い
に
競

い
合
っ
て
き
た
こ
と
を
統
合

で
き
る
。
一
方
、
合
併
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か
な

く
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。
特
色
を
持
っ
た
地

域
づ
く
り
が
消
え
る
と
い
う

心
配
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
保

ち
な
が
ら
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
発
揮
す
る
こ
と
も
可
能

だ
と
考
え
る
。
ま
ず
、
単
独

で
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。

（
正
司
市
長
）
こ
の
地
域

に
住
む
住
民
が
最
大
の
資
源

で
あ
る
。
枠
組
み
が
変
わ
る

と
住
民
の
意
識
は
変
わ
る
。

よ
り
広
く
な
る
こ
と
で
一
人

ひ
と
り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

発
揮
し
や
す
く
な
る
。
同
時

に
、
小
さ
い
仕
組
み
を
ど
う

保
つ
か
が
最
大
の
課
題
。
宝

塚
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
で
き
て
住
民
意
識
が
高
ま

っ
て
お
り
、
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
る
。

（
松
下
市
長
）
地
方
分
権
、

住
民
の
参
画
と
協
働
の
時
代

に
移
行
す
る
中
、
き
め
細
か

い
こ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

支
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
課
題
を
カ
バ
ー
で
き

る
。
加
え
て
、
真
田
町
長
が

指
摘
さ
れ
た
、
大
き
く
な
る

こ
と
で
違
っ
た
特
色
が
消
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ま

ち
づ
く
り
を
工
夫
し
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
を
併
せ
持
ち
、
他
市
に
も

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な

る
べ
き
。

（
正
司
市
長
）
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
画
一
的
な
価
値
観
に

な
り
が
ち
だ
が
、
住
民
と
協

働
の
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
多

様
な
価
値
観
を
反
映
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
心

配
は
無
用
だ
と
思
う
。

（
柴
生
市
長
）
今
ま
で
市

町
は
国
や
県
の
仕
事
に
忙
殺

さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
、
国

や
県
の
役
割
が
は
っ
き
り
し

て
く
る
と
、
住
民
に
最
も
身

近
な
市
町
は
、
よ
り
質
の
高

い
行
政
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
川
西
市
は
、
大
都

市
か
ら
移
り
住
む
人
が
多
い

住
宅
都
市
で
あ
る
た
め
、
大

都
市
並
み
の
施
設
を
整
備
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
強

く
、
そ
れ
ら
に
積
極
的
に
対

応
し
て
き
た
が
、
財
政
的
負

担
が
大
き
い
。
合
併
で
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
で
き

る
こ
と
は
魅
力
で
あ
る
。
た

だ
、
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
置

き
去
り
に
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
た

め
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

供
給
し
つ
つ
、
デ
メ
リ
ッ
ト

と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
方
法
を
考
え
る
べ

き
。（

真
田
町
長
）
同
感
で
あ

る
。
地
域
の
公
園
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
住
民
に
話
し
合
っ
て
も
ら

い
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を

地
域
で
管
理
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大

き
な
都
市
に
な
っ
て
も
な
く

な
る
仕
組
み
で
は
な
い
。
役

割
分
担
を
は
っ
き
り
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
デ
メ
リ

ッ
ト
克
服
の
理
論
を
深
め
て

い
き
た
い
。

（
柴
生
市
長
）
篠
山
市
の

市
長
は
、
「
新
市
名
と
庁
舎

の
位
置
だ
け
が
最
後
に
残
る

問
題
で
、
そ
れ
以
外
は
全
て

克
服
可
能
な
課
題
だ
」
と
語

っ
て
い
る
。

（
松
下
市
長
）
そ
の
点
に

つ
い
て
は
総
論
賛
成
、
各
論

反
対
に
な
り
が
ち
だ
が
、
今

全
国
の
自
治
体
が
合
併
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、

い
ず
れ
も
克
服
可
能
な
課
題

で
は
な
い
か
。
住
民
か
ら
の

懸
念
に
常
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
。

（
正
司
市
長
）
人
口
が
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の

課
題
。
日
本
の
人
口
が
半
分

に
な
る
時
代
に
は
、
ど
の
街

も
同
様
に
減
少
す
る
と
見
て

お
い
た
方
が
よ
い
。
国
の
改

革
は
50
年
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今
回

は
全
て
が
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
す
る
中
で
の
改
革
だ
。
50

年
先
に
人
口
が
大
幅
に
減
少

し
た
時
に
今
の
水
準
を
保
て

る
か
考
え
て
改
革
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

（
松
下
市
長
）
出
生
率
が

2
・
0
8
人
な
い
と
人
口
は

維
持
で
き
な
い
が
、
既
に

1
・
3
3
人
な
の
で
減
少
す

る
の
は
当
然
。
平
均
寿
命
の

高
ま
り
に
は
限
界
が
あ
り
、

2
0
0
7
年
頃
に
人
口
の
ピ

ー
ク
が
来
て
減
少
す
る
こ
と

に
な
る
。
今
の
子
育
て
支
援

施
策
で
出
生
率
を
上
げ
る
こ

と
は
難
し
く
、
将
来
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
危
機
感
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
ま
で
周
辺
市
か
ら
人

を
呼
び
込
む
競
争
を
し
て
き

た
が
、
根
本
的
な
解
決
策
で

は
な
い
。

（
柴
生
市
長
）
雇
用
と
住

宅
の
供
給
が
あ
れ
ば
人
が
集

ま
っ
て
く
る
時
代
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
社
会
増
で
し
か

な
い
。
川
西
市
は
人
口
よ
り

世
帯
数
の
増
加
ペ
ー
ス
が
速

い
。
1
世
帯
当
た
り
人
口
は

2
・
3
人
ま
で
下
が
っ
て
お

り
、
教
育
年
齢
や
生
産
年
齢

が
流
出
し
て
高
齢
者
や
核
家

族
の
比
率
が
高
ま
る
可
能
性

が
あ
る
。
今
後
は
、
雇
用
政

策
や
住
宅
政
策
だ
け
で
は
な

い
、
総
合
的
な
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
さ

れ
る
。

（
松
下
市
長
）
総
務
省
発

表
の
雇
用
状
況
で
は
、
完
全

失
業
率
が
5
・
4
％
（
失
業

者
3
6
5
万
人
）
、
近
畿
地

方
は
同
7
・
6
％
（
80
万
人
）

と
厳
し
い
。
伊
丹
市
は
少
子

高
齢
化
の
ペ
ー
ス
が
速
く
、

特
優
賃
住
宅
を
建
て
て
も
入

居
い
た
だ
け
な
い
の
で
市
独

自
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

３
市
１
町
が
人
口
減
少
を
共

通
課
題
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
か
、
合
併
問
題
も
含
め
て

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

��

市　
町　
合　
併　
の　
課　
題　
を　
議　
論　

10月30日に開かれた第3回研究会

広 域 行 政 特 集vol.2 平成14年（2002年）12月1日

伊丹市、宝塚市、川西市、猪名川町を合わせた人口は約

5 9万人で、面積は約2 7 0�になります。これは兵庫県下で、

人口で2番目に多く、面積では4番目に広い規模になります。

ここでは、3市1町が合併した場合の財政シミュレーション

と各首長による研究会の内容を紹介します。

15年1月18日（土）

に第4回研究会を

開催します。

市
町
合
併
の
主
な
メ
リ
ッ

ト
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
財
政

に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
効

果
が
あ
る
の
か
を
み
る
た
め

に
、
15
年
間
、
今
の
財
政
計

画
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
続

け
る
場
合
と
、
３
市
１
町
が

合
併
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る

効
果
を
比
較
し
ま
し
た
。

【　
試　
算　
の　
方　
法　
は　
・　
・　
・　
】　

上
表
の
「
現
在
の
財
政
計

画
か
ら
み
た
財
政
収
支
」
は
、

普
通
会
計
一
般
財
源
を
分
析

対
象
と
し
、
平
成
14
年
度
決

算
見
込
額
を
ベ
ー
ス
に
推
計

し
た
も
の
で
す
。

「
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
効
果
」
で
は
、

３
市
１
町
全
体
と
類
似
す
る

都
市
と
比
較
推
計
す
る
こ
と

に
よ
り
、
歳
出
で
は
議
会
費
、

総
務
費
、
人
件
費
の
減
少
を

算
出
し
、
歳
入
で
は
地
方
税

の
税
率
変
更
等
に
伴
う
増
や

地
方
交
付
税
の
算
定
替
え
の

影
響
を
加
味
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
合
併
特
例
債
や
地

方
交
付
税
措
置
な
ど
国
の
支

援
策

コ
ラ
ム
参
照

の
規
模

を
算
定
し
ま
し
た
。
今
回
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
合

併
に
伴
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

格
差
是
正
や
庁
舎
の
建
設
・

改
築
な
ど
、
新
た
な
財
政
需

要
に
つ
い
て
は
算
入
し
て
い

ま
せ
ん
。

【　
試　
算　
結　
果　
を　
見　
て　
み　
る　
と　
・　
・　・　
】　

�
現
在
の
財
政
計
画
か

ら
み
る
と
、
15
年
間
で
6

6
7
億
円
の
収
支
不
足
が

生
じ
る

３
市
１
町
の
財
政
状
況
を

現
状
に
近
い
状
態
で
推
移
す

る
も
の
と
仮
定
し
、
15
年
間

の
歳
入
・
歳
出
額
を
試
算
す

る
と
、
6
6
7
億
円
（
年
間

約
44
億
円
）
の
収
支
不
足
が

生
じ
ま
す
。
特
に
、
10
年
目

ま
で
は
歳
出
超
過
の
幅
が
大

き
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
6

6
7
億
円
と
い
う
収
支
不
足

が
生
じ
ま
す
が
、
実
際
に
は

3
市
1
町
と
も
、
今
以
上
の

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
、
収
支
不
足
の
解
消
を
め

ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
合
併
ケ
ー
ス
で
は
、

15
年
間
で
み
る
と
6
8
6

億
円
の
効
果
が
見
込
ま
れ

る市
町
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
等
が
前
提
条
件
ど
お

り
に
発
揮
さ
れ
た
場
合
、
合

併
後
15
年
間
全
体
で
6
8
6

億
円
の
改
善
効
果
が
見
込
ま

れ
、
20
億
円
程
度
の
歳
入
超

過
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

合
併
の
効
果
が
本
格
的
に
表

れ
る
の
は
６
年
目
以
降
の
た

め
、
当
面
は
行
財
政
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
が
課
題
に
な

り
ま
す
。

�
合
併
ケ
ー
ス
で
は
、

16
年
目
以
降
に
備
え
た
財

政
構
造
の
改
善
が
望
ま
れ

る合
併
特
例
法
の
支
援
措
置

を
見
込
ん
だ
場
合
、
当
初
10

年
間
は
地
方
交
付
税
の
算
定

替
え
に
よ
る
縮
減
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
11
年
目
か
ら
16
年

目
に
か
け
て
段
階
的
に
縮
減

さ
れ
、
平
成
13
年
度
実
績
を

基
準
と
す
れ
ば
16
年
目
以
降

は
現
在
の
３
市
１
町
合
計
額

よ
り
も
37
億
円
程
度
縮
減
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
16

年
目
以
降
の
支
援
措
置
終
了

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

財
政
構
造
を
改
善
す
る
計
画

を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【　
合　
併　
特　
例　
債　
を　
活　
用　
す　
る　
と　
・　・　
・　
】　

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
建

設
事
業
や
基
金
造
成
を
最
大

限
実
施
し
た
場
合
、
事
業
費

や
基
金
の
標
準
規
模
約
8
1

5
億
円
に
対
し
て
、
約
5
4

2
億
円
が
普
通
交
付
税
に
算

入
さ
れ
る
た
め
、
自
己
負
担

額
は
そ
の
差
額
約
2
7
3
億

円
及
び
金
利
相
当
額
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。
合
併
特
例
債
を

活
用
し
て
現
在
の
財
政
計
画

に
既
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

投
資
的
事
業
等
を
進
め
る
場

合
は
、
自
己
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
る
た
め
、
合
併
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
等
以
上
の
効

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
合
併
特
例
債
を

ど
の
程
度
活
用
す
る
か
に
つ

い
て
は
十
分
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
合
併
特
例

債
は
、
合
併
後
の
建
設
事
業

や
住
民
の
一
体
感
の
醸
成
を

目
的
に
制
度
化
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
既
に
都
市
基
盤
整
備

が
進
ん
で
い
る
阪
神
北
部
３

市
１
町
の
場
合
、
従
来
か
ら

あ
る
施
策
や
施
設
の
見
直

し
、
更
新
も
含
め
、
幅
広
い

観
点
か
ら
合
併
後
の
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
課
題
と
な

り
ま
す
。

３　
市　
１　
町　
の　
財　
政　
シ　
ミ　
ュ　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

合
併
特
例
法
に
よ
り
、
平
成
17
年
３
月
31

日
ま
で
に
合
併
す
る
市
町
村
に
対
し
て
以
下

の
支
援
策
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
市
町
村
合
併
を
検
討
す
る
合
併
協
議
会

を
、
住
民
発
議
で
設
置
す
る
制
度

�
合
併
か
ら
10
ヵ
年
、
国
か
ら
市
町
村
に

交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
は
合
併
前
の
全
額

を
保
障

�
新
市
建
設
計
画
に
必
要
な
資
金
を
合
併

特
例
債
で
調
達
で
き
、
そ
の
元
利
償
還
金
の

約
70
％
は
普
通
交
付
税
の
対
象

�
合
併
直
後
の
臨
時
的
経
費
の
補
助
や
、

市
町
村
間
の
公
共
料
金
格
差
の
是
正
に
必
要

な
経
費
の
交
付
な
ど
、
様
々
な
財
政
措
置

�
各
省
庁
が
連
携
し
て
、
各
種
の
「
市
町

村
合
併
支
援
プ
ラ
ン
」
を
設
置

国の合併支援策 Cコラム


